
第１分科会（福祉・子育て） 

実効性のある総合計画の策定と実施 

人口減少 

職員ワーキンググループ 提言の概要（概念図） 

市民主体 地域主体 健全な市政運営 

危
機
感 

・３５万人の人口を有する北海道の中核都市 
・台風や地震などの自然災害が少ない 

・豊かな自然に囲まれ，安全で良質な農作物や林
産資源に恵まれている。 

・全国的な知名度を持つ観光拠点やスポーツ・文
化活動 

地
域
資
源 

高齢化の進行 財政悪化 

・出生減 
・労働人口の流出 
 

・義務的経費の増加 

後戻りの出来ない，切羽詰まった状態 

資源を活用した課題解決（プラス面を伸ばし，マイナス面を克服） 

           「地域自治」 「行財政運営」 

市
民
検
討
会
議 

根 

拠 第２分科会（教育・文化） 第３分科会（安全・都市基盤） 第４分科会（産業・交流） 

主
体
と
な
る

市
民
意
識
の

向
上 

医療，保健・健康づくり，障害者
福祉，子育て，高齢者福祉，低
所得者対策 

学校教育，高等教育，社会
教育，文化・芸術（人），文
化・芸術（施設），文化・芸術
（その他），文化財，スポー
ツ・レクリエーション 

防災，消防・救急，交通安全・防犯，
環境・リサイクル，エネルギー，都
市基盤整備，交通，住環境，雪対
策 

農業，商工業，中心市街地活
性化，雇用，観光，イベント・コ
ンベンション，国際交流，広域，
都市間交流 

危機意識の欠如 

状
況
変
化 

・１０年後，更に次の時代の各地域コミュニティの在り方の検討 
・地域ニーズを把握する仕組みづくりが不可欠 

“目
指
す
ま
ち
の
姿
”と
そ
の
“実
現
の
た
め
の
方
策
” 

行
政
サ
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り
方 

行
政
サ
ー
ビ
ス
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実
効

化
の
推
進 

【職員ＷＧ提言】 

次期総合計画に沿って施策を展開する際の限られた資源を有
効に配分するための指針 

人口減少・少子化及び
地域の活性化の視点か

ら総合的に支援 

・総合計画に基づいた施策や事業の結果を評価，改善するシステムの見直し 市民参加による見直しを随時実施 
市民，企業等の団体，地域コミュニティ，職員ＷＧ
の声を取り入れ，まちづくりを議論する場を適時に
持つ 

「都会の利便性を豊かな自然環境の中で享受できるまち」 

２０年後の旭川を生きる人々のための１０年を見据えて 

・新しい時代に即応したひとづくりの仕組みが動き始め，次の世代がまちを支えるまでに育つには時間がかかる。 
・今舵を切らなければ手遅れになるといっても過言ではないが，すぐに結果は見えてこない。 
・今後１０年はその更に１０年後を見据えて方向転換を行い，行動を移すための期間 

「まちづくりはひとづくり」を基本に，次世代を育て持続可能なまちに 

旭川市の「地域資源・地域課題」の分析 

地域自治プロジェクト 中・長期的戦略テーマ 

１ 組織力を高め，効率的な行政
運営を行います。 

２ 「わかる・見える・伝わる」行政
を運営します。 

３ 快適で利便性の高い市役所
を目指します。 

（１）複合施設におけるヒト・カネの有効活用 
（２）「もったいない」をなくす 
（３）業務情報の共有化によりムダを省く 

（１）情報伝播力の活用 
（２）職員の意識改革 
（３）対応結果公表の徹底 
（４）欲しい情報に辿り着きやすいホームページ 

（１）来庁者の移動距離を短縮 
（２）タイムレスの対応 
（３）来庁不要の手続 

行財政運営プロジェクト 

今後，ますます限られてくる資源（ヒト・カネ・
モノ・ソース）を，共有化及び流動化する仕組
みを作ることによって最大限有効活用 

情報の内容及び発信方法を見直すこと
により，市の現状や課題を市民と市が共
有し，市民がまちづくりに積極的に参画
できるような環境を整備 

・窓口サービス自体の更なる改善 

（部局間の連携強化，証明書交付手続
の簡素化及び効率化） 

・市民にとって利便性が高く，ストレスを
感じない市役所を目指す 

実現のための提言 

１ 誰もが参加できる地域まちづくり
の推進 

２ 地域特性を生かした地域まちづ
くりの推進 

３ 効率的かつ最適な地域自治拠
点の整備 

（１）地域特性を活かした町内会メリットのアピール 
（２）地域住民組織への子ども参画 

（１）起ち上げ支援 
（２）活動支援 

（３）「コミュニティビジネス」へのステップアップ
支援 

（１）市有施設の適正化計画策定 
（２）多様な形態による拠点づくり 

つながる輪あさひかわ 

町内会 

・町内会加入率の維持，増加 
・地域自治活動の次代を担う人材の発掘と育成 
・地域の問題は地域で解決する意識の醸成 

・地域住民活動が地域課題の解決のみにとど
まらず，「地域の活性化」「地域での雇用創出」
「地域住民の生きがいづくり」等の地域振興に
つながっていくような地域づくりを推進 
・ 

市有施設の適正化を図りながら，地域にとって
最適な地域自治拠点を計画的に整備 

安心して子育てができ
る環境の実現 

何歳になっても 
活躍できるまちの実現 

ブランド都市 
「あさひかわ」の実現 

（１）待機児童早期解消ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 
（２）放課後居場所づくりﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 
（３）子育て支援企業応援ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 
（４）市長からの手紙ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 
（５）子育て博士育成ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

（１）高齢者生きがいづくり総合
支援プロジェクト 

（２）放課後居場所づくりプロ
ジェクト（再掲） 

（３）高齢者長期滞在・スキル
取込プロジェクト 

（１）シティプロモーション
推進プロジェクト 

（２）「食」のプロモーション
プロジェクト 

地域，ひいては旭川市全体で
子育てを支援することで子育て
に対する不安やストレスを軽減
することを目標とする。 

目的は異なっても意欲のある
人に活躍してもらうために，活
躍の場を確保し，様々な役割
を担ってもらうことを想定 

・資源・イベントの情報発信
を強化 

・「旭川市」をブランド化，付
加価値化し，観光振興や
企業誘致につなげる 

→重点的に取り組む＝予算の配分額が大きい 

・市民・町内会等・企業・団体・教育
機関・行政が相互に補完し合うこと，
旭川市に関係するたくさんの人た
ちをいかにつなげていくかが重要。 

・様々な立場の人が集まって話し合
い，つながっていく場が重要 

最も力をいれるべき 

地
域
力
の
向
上 

市民のための市役所 


